
第１章
社会学の基本的問いと社会学
の起源



１．社会学の基本的問い２つ
（Light, Keller and Calhoun, 1989:12-14）

¡問い１
社会秩序（social order）はどのようにして可能か

¡答え（社会学者の⽴場・視点）
①機能的視点（functional perspective）を重視する
⽴場
②権⼒的視点（power perspective）を重視する
⽴場



図1 何が社会を結びつけるのか、社会秩序はどのようにして
可能か



¡問い２
個⼈と社会の関係はどのようなものか

¡答え（社会学者の⽴場・視点）
①構造的視点（structural perspective）を重視する

⽴場
②⾏為的視点（action perspective）を重視する

⽴場



図2 個⼈と社会の関係はどのようなものか。

構造を重視する⽴場
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個⼈を重視する⽴場
個⼈→社会
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¡18世紀〜19世紀における社会の⼤変動
（フランス⾰命、アメリカ独⽴戦争、イギリスに始まる産業⾰命）

¡社会学の誕⽣
・オーギュスト・コント（August Comte:1798-1857）
・社会学を命名

¡社会学の誕⽣に貢献した近代における４つの
⼤転換

①政治体制の転換 ②経済体制の転換

③価値や⽂化の多様性 ④科学的な視点の台頭

２．社会学の起源



¡アダム・スミス（Adam Smith:1723-1790）
・18世紀のスコットランドの哲学者

・⾃由市場のシステムにおける競争（⾒えざる⼿）
→社会を⾃⼰調整するシステムとみなす

¡ジェレミ・ベンサム（Jeremy Bentham:1748-
1832）
・英国の哲学者
・政府の介⼊（⾒える⼿）の役割の重要性を指摘

¡合理的選択理論、交換理論へ展開

３．著名な社会学者



¡カール・マルクス（Karl Marx:1818-1883）
・19世紀のドイツの紛争理論家

・資本主義の社会構造を、経済的要因と
⾮経済的要因の関係、および、階級闘争という集団

間関係から概念化

写真の出典︓wikipedia

資本家に対する闘争
労働者を搾取

資本家
（ブルジョアジー）

労働者（プロレタリアート）

図３ 階級闘争



写真の出典︓wikipedia

¡エミール・デュルケーム（Emile Durkheim︓
1858-1919）
・フランスの社会学者
・社会的連帯（social solidarity）

①機械的連帯（mechanical solidarity）
②有機的連帯（organic solidarity）

機械的連帯 有機的連帯

図４ 社会的連帯のタイプ



n⽂化
社会の統合に貢献する重要な役割を担う

例）宗教儀式

n社会的事実（social fact）
・個⼈の活動、感覚、特性に⾔及することによって説
明できないもの
・社会は「もの（客観的なもの）」（経験的に観察可能な
指標を通じて）として捉えなければならない



¡マックス・ウェーバー（Max Weber︓
1864-1920）
・ドイツの社会学者
・『プロテスタンティズムの倫理と
資本主義の精神（Weber, [1905]1930）』

・理念型（ideal type）
現実世界の社会構造を⽐較するために、基礎とし
て使われる特定の社会的パターン、または過程の
純粋モデル
例）官僚制（bureaucracy）

写真の出典
https://www.philosophyguides.or
g/tackle-social-problems-
wertfrei/



¡ジョージ・ハーバート・ミード
（George Herbert Mead:1863-1931）
・象徴的相互作⽤理論（symbolic interactionism）

と呼ばれる社会学の学派の創始者の⼀⼈

・⾃⼰は、社会的相互作⽤によって形作られると論じる
→I（アイ︓主我）とme（ミー︓客我）

写真の出典︓wikipedia



模倣段階
他者の⾏為の真似

役割演技段階
⾃分の⾏為に対する重要な他者の反応の
先取り

ゲーム段階
⾃分の⾏為に対する⼀般化された他者の反応の
先取り
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図5 ミードの⾃⼰理論
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